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はじめに 
 
レジリアンス resilience はラテン語で「元に戻る」resilire という意味である。レジリアン
スとはあるシステムがショックを受けた時に、同じ機能や、構造、フィードバックそしてア
イデンティティを保持できるシステムの能力として定義される（Resilience Alliance 編 2007; 
梅津・伊藤・真常・中村・松村・山下・吉村訳 2009）。レジリアンスとはまた、あるシステ
ムが別のレジームへ変遷することなく安定状態を保ったまま許容できる攪乱（かくらん）の
量を指す。レジリアンスを考える際に重要となる社会生態システムは、それを超えるとシス
テムの機能と構造を大幅に変化させてしまうようなある閾値をもっている。システムは、社
会にとって意味のある時間のスケールでは不可逆なレジームシフトを経験することもある。
レジリアンスの高いシステムとは、別のレジームへ遷移することなしにより大きな攪乱を吸
収することができると考えられる(Gunderson 2003; Walker 2004)。 
システム生態学者である C.S.Holling は 1973 年の論文、「生態システムのレジリアンスと
安定性」によって生態学の概念としてレジリアンスを最初に提起した。初期のレジリアンス
概念は「工学的レジリアンス」と呼ばれ、攪乱を受けた生態システムが、攪乱以前の初期の
均衡に戻る回復時間として定義された。この定義では、回復時間が短いほど、攪乱に対する
生態システムのレジリアンスは高いと考えられた。その後、工学的レジリアンスで考えられ
た生態システム単一均衡（安定点が１ヶ所であること）の概念は、非線形、複数均衡、レジ
ームシフトなどの複雑系の概念を取り込みながら「生態的レジリアンス」として拡張された。
1990 年代以降のレジリアンスの概念は、攪乱やショックを受けたシステムが自己再編成する
能力をより重要視している。近年、社会科学の分野では、今まで生態学や工学の世界で主に
使われてきたレジリアンスの概念を複雑な社会生態システムに応用しようとする試みが活発
におこなわれている(Levin et al., 1998; Levin, 1999; Berkes, Fikret & Folke eds., 1998; Berkes, 
Colding & Folke eds., 2003)。特に旱ばつや洪水など災害からの地域社会の回復や、環境資源に
生業を大きく依存する途上国の農村社会の発展を考える際に、レジリアンスの視点は極めて
重要である。 
生態的レジリアンスの理論は、1970 年代に盛んになったシステム生態学や、1980 年代後
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半に設立されたエコロジー経済学の出現と時を同じくして発展した。エコロジー経済学は主
に北欧や北米の先進諸国で発展したため、貧困や環境資源の荒廃などの途上国における重要
な開発問題についての関心は非常に低かった。さらに、途上国経済を取り扱う既存の開発経
済学の分野では、人間の経済活動の基盤となる生態サービスについてはほとんど対象として
いなかった。そのため、環境資源の荒廃などが緊急の課題となっている発展途上国の問題を
解決し、地域における人間の安全保障を高めるために、社会・経済分野の研究と生態学の研
究をリンクさせ、レジリアンスの概念を発展途上国の社会・生態システムに応用する必要性
が求められている。レジリアンスを考える重要な概念には、閾値、レジームシフト、冗長性
などがある。 
生態システムでのレジリアンス研究が先行したものの、社会システムの中でもレジリア
ンスを計量化するさまざまな方法がすでに試みられている。Briguglio (2005)は経済的レジリ
アンスを、1) ショックから素早く回復すること、2）ショックに耐えること、3）ショックを
避けること、の 3 点で定義した。Briguglio は、マクロ経済安定性、ミクロ経済の市場効率性、
良いガバナンス、の指標を使い、経済的レジリアンスの計量化による国別比較を実践した。
Adger (2000)は社会的レジリアンスを「グループやコミュ二ティが社会的、政治的、そして環
境の変化による外部からのストレスや攪乱に対処する能力」と定義している。
Washington-Allen et al. (2008) はリモートセンシングのデータを使って乾燥地生態系の植物の
生産性を計測し、生態レジリアンスの定量化を試みた。レジリアンスは社会経済的、生態的
な意味で定義されてきたが、その実践的な評価はこれからの課題である。近年の国際開発分
野でみられる新たな展開として注目されるのは、レジリアンスの概念を、資源に生活を依存
する人々が多く暮らす地域の開発問題へ応用する取り組みが始まったことである(Mäler 
2008)。2008 年に刊行された世界資源研究所・国連開発計画・国連環境計画・世界銀行の報告
書「レジリアンスの根源―貧困層の富の拡大を目指して」Roots of Resilience-Growing the 
Wealth of the Poor（UNDP, UNEP, WB, WRI, 2008)の中では、地域コミュニティのレジリアンス
を高めることが、地域開発の重要な目標のひとつとして提示されている。近年レジリアンス
研究の発展(Resilience Alliance 2007)にもかかわらず、レジリアンスの評価は脆弱性の評価
(Gallopin 2006)に比較するとまだ発展途上である。本稿ではレジリアンスプロジェクトが試み
るレジリアンスへのアプローチについて概観する。 
 
実践的なレジリアンスに向けて 
 
半乾燥熱帯域（Semi-arid Tropics: SAT）(Thornthwaite 1948; Megis 1953; Troll 1965; Ryan 
and Spencer 2001)では、人々の農業生産は環境変動に対して脆弱である。サブサハラ・アフリ
カや南アジアの半乾燥熱帯では、世界の貧困人口の大部分が集中している。これらの地域で
は、農業生産は不安定な天水農業に依存している。天水農業に依存している。食料安全保障
と貧困削減が重要な課題となっている。事前および事後のリスク対処戦略として、資源アク
セスへの選択肢が多様であることがレジリアンスの重要な要素のひとつとなっている (島田, 
2009; Thamana 2007)。資源へのアクセスは農業から牧畜、農業から非農業などさまざまな生
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業形態間の生業の代替を通して行われる。また市場、社会的組織・制度などを介したり、社
会的ネットワークも資源のアクセスには重要である。アフリカの農村世帯は、自然災害のリ
スクのみならず、社会経済リスクにもさらされている。グローバライゼーションによる換金
作物の国際価格の変動、政治的な変遷、補助金や税金、土地所有制度や農業政策の変化など
社会経済リスクへも対処しなければならない。 
レジリアンスを実践的にするために、半乾燥熱帯域の農村世帯の人間の安全保障という文
脈でレジリアンスを考えることが、重要と考える。レジリアンスプロジェクトでは、旱ばつ、
洪水、そして社会変動などの環境変動に対するレジリアンスを考える。また食料供給、食料
消費、健康状態、農業生産、生業のレジリアンスを考える。最後に、人間の安全保障―すな
わち生存、生業、尊厳（人間の安全保障委員会事務局 2003）のためのレジリアンスを考える。 
 
レジリアンスと「人間の安全保障」 
 
「人間の安全保障」において鍵となる生存、生業、尊厳を基本にした半乾燥熱帯地域の農
村世帯のレジリアンス（回復力）を考えてみると以下のようになる（図 1）。 
 
生存 Survival  
―（自給自足的農民にとって）世帯が生存を維持するために、食料消費と供給を旱ばつなど
のショックからすみやかに回復させることの出来る能力。 
生業 Livelihoods  
―世帯やコミュニティが生活を維持するために、農業生産と生業を旱ばつなどのショックか
らすみやかに回復させることの出来る能力。農業生産の回復、他の生業への転換から得られ
る収入などによる世帯の生計の回復。 
尊厳 Dignity  
―世帯やコミュニティが個人の尊厳を損ねることのない生活環境を旱ばつなどのショックか
らすみやかに回復できる能力 
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レジリアンスへのアプローチ 
 
レジリアンスプロジェクトでは、4 つのテーマがさまざまなアプローチでレジリアンスを研
究している。レジリアンスへの実証的なアプローチとしては、農村世帯の食料消費と生業が
旱ばつや洪水等のショックから回復するメカニズムや速度を中心としてレジリアンスを研究
する（図 2）。具体的にはテーマ１ではメイズ収量から落ち込みの程度を把握する(Shinjo et al.; 
倉光他; Sokotela et al.; 宮嵜他 本報告書)。テーマ 2 では食料消費・体重・皮下脂肪の回復か
らその速度を見る(Sakurai et al.; Yamauch and Kon; Kanno et al.; Shimono et al. 本報告書)。テー
マ３ではどう落ちたか、落ちないか、またどう回復したか、どのくらいの回復手段を持つか
を定性的に解析し世帯間の違いを比較する(島田 2009; Ito 2009; 中村 2009; Kajoba 2009; 
Mulenga 2010; Ishimoto 本報告書)。テーマ４では時空間的に見た農村世帯の資源利用の可視化
を行なう(山下・宮嵜・石本・吉村; 宮下他; Matsumura 本報告書)。また空間的レジリアンス
(Evans and Caylor 本報告書)と、歴史的な変動に注目した調査(Thamana et al. 本報告書)も行わ
れている。大規模な災害では、社会生態システムは別の状態へ移行する可能性もあり得る
(Kume 2009; Palanisami et al. 本報告書)。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
レジリアンスの要素 
 
旱ばつが起こった緊急時には、生存を維持するための食料確保が世帯とコミュニティに
とっての最重要課題となる。半乾燥熱帯域の自給的農村世帯にとっての社会・生態システム
ショック前のレベル
時間
生業
食料生産
食料消費
ショック
テーマ１：
メイズ収量から落ち込みの程度
を把握
テーマ２：
食料消費・体重・皮下脂肪の回復から
傾き（速度）をみる
テーマ３：
どう落ちたか、落ちないか、どう回復したか、どのくらいの回復手段を持つか
を定性的に解析し世帯間の違いを比較
テーマ４：
時空間的に見た農村世帯の資源利用の可視化
農村世帯の回復と回避要因
食料消費・健康指標の回復要因食料生産の生態環境要因
農村世帯の対処戦略
図２ ．レジリアンスへのアプローチ
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のレジリアンスとは、環境変動にたいする、人間の安全保障を守る生存・生業・尊厳のため
の、農村世帯の生存を維持する食料消費と、食料生産と生業のレジリアンスを考えることに
他ならない。図 3 はレジリアンスプロジェクトの調査項目とレジリアンスの要素を示してい
る。この図はまた旱ばつ常襲地帯での食料供給、食料消費、健康、生態系サービスの関係を
示している。雨量や社会変動などの環境変動（何に対するレジリアンスかを示す）は青で示され
ている。レジリアンスの示標である食料供給、食料消費、食料生産、健康状態（何のレジリアン
スかを示す）は緑で示されている。要素をつなぐ矢印はプロジェクトの作業仮説を示している。
プロジェクトの目的は、レジリアンスの示標を検証することのみならず、この矢印の有無や強弱
を明らかにすること、そして何がレジリアンスの要素や条件になっているのかを解明することに
ある。雨量の変動などによる環境変動によって、農民の農地からの収穫量が変動し、直接的
に世帯の食料供給可能性と消費（生存）に影響を与える。食料消費が低下すると、それは世
帯構成員の健康と栄養状態に影響をおよぼす。食料消費の低下の影響を特に強く受けるのは、
5 歳以下の幼児であり、体重や皮下脂肪が減少や健康状態の悪化などによってその影響は身
体に直接現れる。農地からの食料供給が低下した時には、世帯の家長は、あらゆる手段によ
って世帯のための食料を確保しようとする。その方策には、野菜など換金作物の販売、他の
農業活動―狩猟、採集、漁業、牧畜等―への転換、などがある。もし食料を世帯へ供給する
ための農業生産が不十分な場合は、賃労働などの非農業活動に従事して食料を世帯へ供給し
生計を維持する。援助機関の食料分配システム、資源へのアクセスを保障する地域の制度と
組織のみならず、世帯の生存と生業の維持にとって、親戚や友人等の社会的ネットワークも 
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重要な役割を担っている。旱ばつ年に食料生産が低下したとしても、農村世帯はさまざまな対処
戦略や代替の経済活動を駆使してショックから回復しようとする。加えて、地域レベルでの動態
が生存と生業を維持するためにレジリアンスの源となる。生態系サービスはさまざまな資源を地
域のコミュニティに供給する。例えば、農業生態システムは食料を供給し、湖沼生態システムは
漁業資源を供給し、森林生態システムは救荒作物、エネルギーとしての薪、生活用水、建設資材
などを供給する。 
 
まとめ 
 
本報告では、プロジェクトにおけるレジリアンスへの実証的なアプローチを概観した。半
乾燥熱帯域の農村世帯の生業という文脈でレジリアンスを考える。対象となるのはザンビア
南部の旱ばつ常襲地帯の農村世帯であり、彼らの生存と生業である。特に注目するのは、旱
ばつや洪水など環境のショックを受けた後の食料消費、食料供給、そして生業の回復である。
レジリアンスは自然資源管理に対する異なるアプローチへの扉を開く可能性を持つ概念であ
る(Resilience Alliance 2007)。農村社会の持続性にとって個々の世帯のレジリアンスはその地域
コミュニティ全体のレジリアンスの基盤となる。レジリアンスとはさまざまなレベルでの持
続的な社会を構築するための社会の基本的な能力である。 
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